
民
衆
の
政
治
家 

山
宣
没
後
９
０
周
年
・生
誕
１
３
０
年 

 
 

「山
本
宣
治
終
焉
の
地
記
念
プ
レ
ー
ト
」 

除
幕
・披
露
、
記
念
の
つ
ど
い 

 

ご
案
内 

 

関
係
各
位 

 

 

謹 

啓 
 

大
寒
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
続
き
ま
す
。
お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
３
月
５
日
は
、
戦
前
、
戦
争
の
前
夜
、
第
１
回
普
通
選
挙
で
労
農
党
か
ら
当

選
し
、
民
衆
の
政
治
家
と
し
て
人
々
か
ら
愛
さ
れ
、「
わ
れ
ら
の
山
宣
」
と
呼
ば
れ
た
山
本
宣

治
が
、
稀
代
の
悪
法
・
治
安
維
持
法
に
反
対
し
て
、
内
務
特
高
官
僚
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
右

翼
暴
漢
の
凶
刃
に
斃
れ
て
９
０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。 

  

今
般
、
千
代
田
区
の
ご
尽
力
を
得
て
、
山
本
宣
治
が
そ
の
不
屈
の
生
涯
を
閉
じ
た
千
代
田

区
神
保
町
・
光
榮
館
跡
に
「
ま
ち
の
記
憶
保
存
プ
レ
ー
ト
・
山
本
宣
治
終
焉
の
地
記
念
碑
」

が
建
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
「
記
念
プ
レ
ー
ト
」
の
建
立
は
、
山
本
宣
治
の
反
戦
平
和
、
民
主
主
義
の
た
め
の
献
身

を
た
た
え
、
あ
わ
せ
て
、
ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
の
再
来
を
許
さ
な
い
と
い
う
日
本
国

民
が
全
世
界
に
発
し
た
崇
高
な
意
志
が
新
憲
法
に
結
実
し
た
こ
と
を
想
起
し
、
永
遠
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
こ
の
「
ま
ち
の
記
憶
」
を
風
化
さ
せ
ず
、
子
々
孫
々
ま

で
伝
え
て
い
く
事
業
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。 

 

私
ど
も
は
、
平
和
を
希
求
す
る
区
民
と
共
に
、
こ
の
建
立
を
喜
び
、
こ
こ
に
別
紙
の
よ
う

に
、
千
代
田
区
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
に
山
本
宣
治
の
ご
遺
族
を
お
招
き
し
、
除
幕
・

披
露
と
記
念
の
つ
ど
い
を
執
り
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
懇
親
交
流
会
を
合
わ
せ
て
開
催
致
し
ま
す
。 

ご
多
用
の
中
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
記
念
事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
致
し
ま

す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

謹 

白 

２
０
１
９
年
１
月
吉
日 

東
京
山
宣
会 

会
長 

永
島 

民
男 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

〒
１
０
１-

０
０
６
１ 

 

千
代
田
区
三
崎
町
２-

１
９-

８ 

杉
山
ビ
ル
２
階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

千
代
田
区
労
連
気
付 

 



「除
幕
・披
露
、
記
念
の
つ
ど
い
」次
第
と 

協
賛
募
金
の
お
願
い 

 

一
、 

除
幕
・披
露(

ご
遺
族
参
加)   

 

日
時
…
２
０
１
９
年 
３
月
１
７
日(

日) 

午
後
１
時
半
か
ら 

場
所
…
千
代
田
区
神
保
町
１
丁
目
東
京
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ビ
ル
近
辺 

(

学
士
会
館
近
く
・す
ず
ら
ん
通
り
至
近
の
場
所) 

 
 

当
日 
地
下
鉄
神
保
町
９
番
出
口
で
係
員
が
ご
案
内
し
ま
す 

 
  
 
 

二
、 

記
念
の
つ
ど
い 

 

午
後
２
時
～
３
時
半 

会
場
…
東
京
堂
書
店
ホ
ー
ル 

(

す
ず
ら
ん
通
り
・設
置
場
所
か
ら
ご
案
内
し
ま
す) 

経
過
報
告
及
び
ご
遺
族
謝
辞 

お
祝
い
の
こ
と
ば 

参
加
者
か
ら
の
発
言 

参
加
費
…
無
料 

 

三
、 

懇
親
交
流
会 

(

同
会
場
で
午
後
４
時
～
５
時
半) 

 
 

 
 

会
費
…
３
０
０
０
円 

 
 

 

当
日
、
時
間
の
許
す
限
り
ご
列
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す 

 

四
、 

本
事
業
遂
行
と
記
念
プ
レ
ー
ト
維
持
・保
全
の
た
め
の
「
協
賛
募
金
」 

(

１
口
＝
１
０
０
０
円)

以
上
を
募
り
、
ご
芳
名
は
東
京
山
宣
会
が
責
任 

を
も
っ
て
記
帳
し
、
永
く
保
存
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

 
 

✻
ご
送
金
先
：
東
京
山
宣
会 

(

同
封 

郵
便
振
替
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い) 

 
 
 
 

郵
便
振
替
口
座 

０
０
１
７
０-

４-

３
０
０
１
７
８ 

加
入
者
名 

東
京
山
宣
会 

 

記
念
講
演
… 

荻
野
富
士
夫 

(

小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授) 

 
  
｢

治
安
維
持
法
と
山
本
宣
治｣ 

 


